
山形県南陽市白岩市長御一行のバルバドス訪問 

 

 

2020年東京オリンピック・パラリンピックに向け，山形県南陽市がバルバドスのホストタ

ウンとなることが正式に決定しました。白岩孝夫南陽市長他 4名は，11月 4日～9日の日

程でバルバドスを訪問。11月 8日にはバルバドス・オリンピック協会（BOA）オズボーン

会長と白岩市長が，基本合意書に署名しました。基本合意書は， 

・2020年東京オリンピック時に南陽市を事前キャンプ地として検討すること 

・この準備のために必要な関係者の相互訪問と交流の受け入れを行うこと 

などを主な内容とするものです。 

（この様子は BOA公式 HPにて LIVEにて放映されました。）

（https://www.facebook.com/olympicbb/videos/10155773650700279/ ） 

 

また，白岩市長一行は，シーリー観光・国際運輸大臣及びマクレーン外務・外国貿易大臣

を表敬訪問したほか，各種スポーツ施設の視察も行いました。また，教育分野での今後の

交流を念頭に現地公立学校 Lodge School(セカンダリースクール：11歳～16歳の生徒が在

籍)を視察しました。更に，2020年東京オリンピック出場有力候補選手も稽古に励むマリン

道場にて，柔道の稽古を見学しました。 

 

なお，今回日本語・英語通訳として同行したドーン・スプリンガーさんは，本年 10月 1日

付で南陽市役所にて「日本・バルバドスホストタウン推進員」として採用されたバルバド

ス人です。今後日本・バルバドス両国の架け橋として活躍が期待されます。 

バルバドス政府広報局（GIS）によるインタビュー記事が掲載されています。

（http://gisbarbados.gov.bb/blog/flying-the-bajan-flag-high-in-japan/） 

https://www.facebook.com/olympicbb/videos/10155773650700279/
http://gisbarbados.gov.bb/blog/flying-the-bajan-flag-high-in-japan/


BOA表敬・意見交換（11月 6日） 

 

 

BOA表敬・意見交換 

 

 

オリンピック博物館にて（於 BOA） 

右から白岩市長，オズボーン BOA会長，品田大使 

 



閣僚表敬（11月 7日） 

 

 

シーリー観光大臣表敬① 

 

 
シーリー観光大臣表敬② 

 

 
マクレーン外相表敬 



現地公立学校視察（Lodge School：11月 7日） 

 

 

 

現地公立学校訪問（予備士官学科生徒の栄誉礼） 

 

 

 

中央は同校のドルリッチ校長（右）及びチェトルハム理事長（左） 

 

  

       



柔道稽古視察（11月 7日） 

 

 

柔道稽古様子（マリン道場にて） 

 

 

柔道稽古見学（中央左よりオズボーン BOA会長，品田大使，白岩市長，        

スプリンガー通訳，キャドル BJA会長，シモンズ BOA事務局長） 



基本合意書署名式（11月 8日） 

 

 

基本合意書署名様子１ 

 

 

基本合意書署名様子２ 

 

  

オズボーン BOA会長スピーチ 


